
（別紙３）

～ 令和6年　１２月　８日

（対象者数） ５件 （回答者数） ５件

～ 令和6年　１２月　８日

（対象者数） ７名 （回答者数） ７名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

PECSを使用しているが、もっと個人にあった物を増やしてい

きたい。

2

利用する道具を増やし活動の幅を広げたい。

3

スタッフ全員が同じ質の支援ができるよう意識を高めていき

たい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

様々な分野からの意見を取り入れながら、新しい事にもチャ

レンジし、子どもたちに楽しみながら色んな経験をしてもら

えるよう工夫していきたい。

2

晴天時は外遊びを企画。

余暇活動で平均台や飛び石などを準備し自由に遊べる空間を

作る。

3

○事業所名 LikePot小郡

○保護者評価実施期間
令和６年　１１月　１日

○保護者評価有効回答数

令和６年　１１月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和６年　１月　１５日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

細かい変化はあるものの大きな変化はない。ビッグイベントな

どは会社全体であるのみ。

毎回アレンジは加えているが、保守的な思考になりがちで、新

しいことが苦手なスタッフが多いこと。

運動遊びだけでは活動量が足りない。 子どもたちの集中できる時間の問題。

部屋数も多く、活動毎に分けることができている。

パーテーションなどを活用し、視覚化することで子どもたちに

分かりやすい環境になっている。

個別対応の子にも対応できる。

スケジュールを使用することで、将来自分で考えて行動できる

よう就学前から取り入れている。

課題を行う際も、自分で確認し取り組む課題を取り・終わらせ

てから元の場所に戻すワークシステムを導入している。

毎日必ず運動遊びを取り入れ身体を動かし感覚統合や体幹強化

等を図っている。

不適切な行動に目がいきがちみなるため、適切な行動や発言な

ども大事に観察や記録を意識している。

何か問題があれば、その都度管理者に報告し話し合いを行って

いる。

毎日業務割を作成し、自分の行う業務を視覚化・明確化し効率

を図っている。

毎日終礼を行い、その日にあったことの情報共有をし記録に残

し休みのスタッフでも確認できるようにしている。

毎月ミーティング、もしくは必要に応じて話し合いの機会を設

けている。

セラピストの意見を聞いて飽きの来ないよう活動を提案してい

る。

長期休暇は様々なイベントを企画している。

事業所における自己評価総括表公表


